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福島県中通り畑作地常における大家畜

普及の統計的考察

一主として乳牛を中心として一

池　　田　　十　　三

（福島県農業改良課）

1．は　し　が　き

福島尉こおける畜産は近年その頭羽数・生産量におい

て発展し資質も向上しており，掛こ乳牛部門では，飼養

頭は戦前最高時（昭和19年）の約4倍の18．000頭，牛乳

生産量は1日500石を越す実状にある．しかしひとたび

農業経営と乳牛の結びつきについて検討すればいろいろ

問題があるように思われる．

本資料は，本県畜産行政施策の参考に資するた削こと

りまとめたもので，本県中通り畑作地帯における大家畜

普及の現況を主として乳牛を中心に考察したものであ

る．
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昭和32年2月1日現在農業基本調査に基き，大家畜の

普及率，経営との結びつき，階層別の乳牛と役畜との関

係等について考察するため次の指標によった．

1）炉型区分　市町村別に耕地率の内容により次の

5つのグループに区分した．

第IG＝普通畑作約　　　第ⅡG＝養蚕約

第ⅢG＝畑作養蚕的　　第ⅣG＝果樹的

第VG＝果樹養蚕的

2）普及率A及びB　　各家畜飼養農家数の総農家数

に対する百分率をその家畜の普及率A，大家畜飼養農家

数に対する百分率を普及率Bとした．

3．集　　計　　表

第1表　グルー　プ別耕地保有状況
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第2表 状布分家農別屑階
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第3表　家　　畜　　普　　及　　率（％）
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第4表　家畜平均飼養頭数
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第5表　階層別乳牛普
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4．考　　　　　察

1．第1袈及び第4表から役畜は普通畑地率に準じて

普及率が高く第Ⅰ・第ⅢGの順で，乳牛は畑地率に無関

係に第Ⅲ・第Ⅰ・第ⅡGの順になっている．第Ⅲ・第I

Gの大半は戦前馬産地として知られていたが，ここ数年

間に馬→役牛→乳牛，あるいは馬・→乳牛と転換したいわ

ゆる新興酪農地帯で．新興地帯ほどその普及率は高い・

2．第ⅣGは本県酪農の先進地帯を含み，普及率はさ

ほど高くないが，酪農家の飼養頭数が多いために1戸平

均頭数は多く，第Ⅲ・第IGより経営との結びつきは密

接であると考えられる．

3．階層別乳牛の普及率は．第IGをのぞきいずれも

規操が大きくなるにつれて高くなり，第ⅡGは20反以上‘
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第ⅢGは10反以上第ⅣGは25反以上の階屑から急に上

昇ている．第Ⅱ・第ⅣGでの中規模農家層は主として県

北に偏在し複合経営をしているので，労力その他との競

膳属別乳牛普及率A

とBとの関係

合から乳牛導入がおくれ

ている．第ⅢGは養蚕低

調なので中小農家屑の現

金収入増加のため乳牛が

導入されている．第IG

の20反以上の階層は商品

作物収入により比較的安

定しているので乳牛導入

がおくれているが，機械

化が進み，商品作物の市

沢の変動如何では乳牛に転換する可能性も充分考えられ

る．

4．防同別に普及率AとBの関係を見ると，第ⅣGを

のぞいて10～15反まではBはAを上まわり，乳牛の比重

が高くなっているが，それ以上の階屑では役畜の比重が

急に高くなる．しかし第Ⅳ・第VGでは各階層を通じ乳

牛の比宅は高く，役畜は機械導入に伴い比重が軽くなり

つつある．

5．む　　す　　び

福島県中通り畑作地帯における大家畜普及の現況を主

として乳牛を中心に農業経営との関連において考察した

のであるが，その結びつきは必ずしも密ではなく基盤が

薄弱であり，今後の酪農行政上一考を要する問題であろ

う．

黒毛和種，ホルスタイン種とそのFl及び日本

短角種の血液性状に関する調査（1）

浅　井　豊太郎・高　橋　英　伍

（東　北　農　試）

性能を異にするこれら品穐間にはそれらの生理にも当

然に差があると考えられる．よってこれらの各晶稗教頭

宛の成牝牛の分娩から次期分娩までの左記血液性状につ

いて定期的に調査するとともに，B．S．P．法による肝機

能検査を実施した．なおこれらの牛はモリソソの飼養標

準からケルネルの飼養標準の間の飼料が給与された．こ

れらの調査についてこれまで得られた結果を抄録すれば

次の通りである．

1．赤血球数　分娩から次期分娩までの平均値はホ

ルスタイン種・Flやや少くまた年令の増加に伴い減少

する傾向がある．経過日数に伴う変化は各品種とも泌乳

最盛期前後に減少が見られ，その減少程度は泌乳量に応

じホルスタイン種最大・黒毛和種最小となっている．

2・血色素量　分娩から次期分娩までの平均値は赤

血球数のそれと同様でホスタイン種・Flが少くなって

いる・また経過日数に伴う変化は赤血球数のそれとよく

一致しており泌乳最盛期の減少が明らかである．

3・赤血球の大きさ　分娩から次期分娩までの平均

値は品相聞に大差なく，また経過日数に伴う変化は泌乳

般盛期に何れの晶種も小球が増加する傾向が認められ

る．

4．血覆蛋白賞量　　分娩から次期分娩までの平均値

は品種間に大差なく，6．70～7．05％を示し，経過日数に

伴う変化については各品種とも分娩後10～20日頃が最小

で，6％前後を示し70日頃までに漸増する傾向が認めら

れる．

5．血中尿素量　l打l種による差は認められず，むし

ろ給与D・C・P・丑との間に関係が認められその相関係数

は0．52であり，またモリソソの飼養標準を100とした給

与D．C，P．の割合との間には0．74の相関係数が認められ

た．

6．白血球数　　各晶秤とも分娩前後に増加する他共

通な傾向は虐められなかった．

7．リンパ球　　分娩から次期分娩までの百分比の平

均値はホ′レスタイン種最大で，短角種・黒毛和種・Flの

順であった．経過日数に伴う変化は分娩前後の減少が最

も著明で何れの品種も分娩前30日頃から減少し直後から

2日日には全期を通じて最少の23～45％となり5日まで

に増加し大体45％以上となり，その後幾分上昇の経過で

分娩が近ずくにつれて減少する傾向が認められる．

8・中性球　分娩から次期分娩までの百分比の平

均値は短角種を除き順序がリンパ球と逆になっている．


